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は じ め に

見虫のフェロモンやカイロモンなどの生理活性を有す

る匂い物質の研究は， 近年目覚ましい発展を遂げ， 各 種

昆虫において活性物質が次々に単離・同定されている。

これら揮発性の情報 化 学物質は， 害虫の発生予察調査用

あるいは大量誘殺用， さらに性フェロモンは交信かく乱

剤として開発が進み， 環境に優しい害虫防除法として実

用化されつつある ( 阿部ら， 1993) 。 これまでに解明さ

れている情報 化 学物質の多くはフェロモンで， 現在まで

に国内で発生するチョウ目， カメムシ目， コウチュウ固

など約90種以上の害虫のフェロモンが単離・同定され

ている ( 中筋， 1997) 。 一方， カイロモンについてはコ

ガネムシ， ハムシ， ミパエなどの誘引物質として研究さ

れ， 一 部 物 質 は 実用 化 さ れ て い る ( MElじt\LF and 

METCt\LF， 1992) 。 圏内でもマメコガネ， ヒメコガネ， コ

アオハナムグリ等のコガネムシ類、について各都植物由来

の揮発性物質が研究され ( 横溝・永田， 1984;平井，

1994) ， ゴルフ場などで使用されている。

I アシナガコガネの発生生態 と 被害

ならびに防除対策

アシナガコガネ ( HoPlia cmnmunis WATEI<II0USE) は

成虫の体色が淡緑黄色~暗褐色， 体長が5.5�9. 0mm 

の小型のコガネムシで， 本州， 四国， 九州に分布するo

幼虫は主にシパの根を食害することが知られており，

1980年代以降， 関東・東海地方のコ。ルフ場やシパ生産

圏場などで多発生している ( 廿日出， 1995) 。 茨城県は

シパ生産面積が4，000haに達する圏内ーのシパ生産県

であるとともに， 約130 コースのゴルフ場が営業してい

る。 近年， 県南部の一部のシパ生産地やゴルフ場でアシ

ナガコガネが多発生し， 数年前から一部地域でとくに発

生が多く， 現地では防除に苦慮、している。 多発生の原因

は明らかになってはいないが， 近年はシパの販売価絡が

Outbreak of Long Legged Chafer /-Joþlia COJ/IIJ/IIJ1;S 
W ATERHOUSE (Coleoptera: Scarabaeic1ae) anc1 Capture of 

Ac1ult with Chemical Attractans. ßy YaslIo UEDt\， Toshihiro 

IMAI and Michihic1e MAEKt\町A

(キーワード:アシナガコガネ， フェネチノレアノレコーノレ， lî1酸

ゲラニJレ， 発生生態， 誘引剤， カイロモン)
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低迷しているために， 病筈虫防除を含め管理不十分な困

場が多くなったことも， アシナガコガネ多発生の要因の

ーっと考えられている。 アシナガコガネは， ヒラタアオ

コガネやウスチャコガネのようにシパが枯死するほどの

激しい被害を発生しないものの， 幼虫がシパの線を食害

することによって根張りや春先の芽吹きが悪くなる。 成

虫は昼光七l:で， 4月下旬�6月上旬の晴天日の午前中に

盛んに飛淘し， パンジー， パラ， ピラカンサ， カンキツ

類などの花やケヤキ， カシ， ブラの新葉など各 種植物の

花や新葉に集中飛来して， 摂食および交尾活動をする

(図一1) ( tl日出， 1995) 。 また， アシナガコガネ成虫の

特異的な習性として白色に強く誘引される。 このため，

成虫発生最盛期に当たる5月中旬には， 成虫が白色の衣

服を着た人や自動車に多数 の成虫がまとわり付くととも

に， 成虫の排せつ物によって衣服や洗濯物が汚されるの

で， 周辺住民やゴルフプレイヤーにとって不快な筈虫と

なっている ( 一家， 1996) 。

一生のほとんどの期間を土中で生息するコガネムシ類

は， I坊除が困難な筈虫とされている。 通常の畑作物であ

れば， 植付前に殺虫剤の土壌処理を行うことによってコ

ガネムシを防除することができる。 しかし， 一度植え付

けると少なくとも数年間にわたり栽培を継続するシパで

は， 改植時以外に殺虫剤を土壌施用する機会はない。 ゴ

ルフ場て‘は， 最近 開発された昆虫感染性線虫や殺虫剤の

高圧土壌注入機などの高価な防|徐資材や防除機具を使用

することも可能であるが， 販売用のシパ生産は収益性が

低いので， 多額な経質が必要になる防|徐技術の導入は困

図- 1 ミカンの花に集まるアシナガコガネ成虫
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表ー1 アシナガコガネ成虫に対するパラ花の主要揮発性

化合物の誘号|効果(耐[1ら， 第41回応動昆大会，

1997) 

geraniol 1 . 25 

nerol 0 . 63 

linalool 0.92 

linalyl acetate 0.25 

citronellol 0.08 

citronellyl acetate 0.75 

phenethyl acetate 1 . 50 

eugenol 0 . 75 

methyl eugenol 0 . 88 

3 (Z) -hexenol 0 . 00 

3 (Z)一hexenyl acetate 1 .  75 

2 (E) -hexenal 2 . 00 

geranyl acetate 4 . 30 

phenethyl alcohol 5.25 

anethol巴 1. 00 

数値はanethol巴をl . 0とした誘引数の比較.

難である。 したがって， 現在行われている防除法として

は， 他の害虫防除を兼ねた粒剤型殺虫剤の散布にとどま

り， 満足で、きる防除効果は得られていなし〉。 そこで， 多

発生地域では地元農協， 農業改良普及センター及び生産

者とが協力して， シパ耕地に多数 の白色水盤トラップを

設置して成虫の大量捕殺を行うなど地域的な取り組みを

進めている。

H アシナガコガネ成虫の誘引物質

横溝・永田 ( 19 84) は植物界に広く分布する揮発性成

分のうち， アネトール ( An et hol e) がアシナガコガネ

成 虫 に 誘 引 活 性 が あ り， さ ら に， オイゲノー jレ

( Eugen oIl， ゲラニオール ( Geran ioIlおよびアネトー

ルの混合物ならび にアネトールとPEP ( Phenyl et hyl 

propi onat e) の混合物は一段と強い誘引活性があること

を報告している。 その後， 今井・前川ら ( 199 8) は， パ

ラの花に含まれる各 種揮発性成分のうちフェネチ/レアlレ

コール( 2- Phenyl ethan oIlと酢酸ゲラニル( Gerany l

ac eta te) がアネトールの4�5倍の誘引性を示し， 両物

質の4: 1 の混合物は， 単物質よりも強力な誘引活性を

示すことを明らかにした ( 表-1) 。

皿 アシナガコガネ多発生地域における

誘引効果

アシナガコガネ成虫に対するフェネチ/レアjレコーjレと

酢酸ゲラニノレとの混合物の誘引試験を199 7年4月下旬

�6月上旬に茨城県つくば市のアシナガコガネが多発生

している約40 ha の耕地で行った。 誘引源としてフェネ

• 

図-2 芳香剤誘号|トラップに集まるアシナガコガネ成虫

チ/レアルコーJレと酢酸ゲラニルの混合物 ( 混合比4: 1) 
19を吸着させたプラスチックペレツト ( 以下， 芳香誘

引剤とする) を使用した。 芳香誘引剤は， 専用の通気性

のある専用容器に入れて緑色のファネルトラップ( ロー

ト径15.5c m， 日本たばこ産業製ウィンズパック) に取

り付け ( 以下， 芳香誘引剤トラップとする) ， シパ草上

約30c m につるした。 対照と し て 白 色 水 盤 ト ラ ッ プ

( 径23cm， サンケイ化 学製) を供試し， 容器にはオス

パン液を加用した水道水を入れた ( 以下， 白色トラップ

とする) 。 さらに， 白色トラップに芳香誘引剤1 9を取

り付けたトラップを併せて供試した。 白色トラップはシ

パ草上に置いた。

アシナガコガネ成虫は， 4月下旬からわずかながらト

ラップに捕獲されはじめ， 捕獲虫数 は 5月9 日から急激

に増加し， 20 日までの12日聞が最盛期になった。 この

期間中でも， 午前中に降雨があったり， または曇りで温

度が低い日には成虫が飛朔せず， 晴天で温暖であった9

日間に集中して捕獲された。 5月下旬になると， 天候の

いかんにかかわらず捕獲虫数 は急激に減少して6月上旬

に成虫の飛朔は終息した。 成虫発生最盛期には， ミツ バ

チの分蜂のように無数 の成虫が芳香誘引剤に誘引され，

約2 万頭の成虫が入る容器は1時間もしないうちに満杯

になった ( 図-2) 。 芳香誘引剤トラップの捕獲虫数 は， 1 

日1 トラップ当たり最高で、6万l千頭， 試験期間の合計

は約30 万頭であった。 白色トラップの捕獲虫数 は， 1 

日1 トラップ当たり最高で1 万9 千頭， 試験期間の合計

は約 8万1 千頭であり， 芳香誘引剤トラップの捕獲数

は， 白色トラップを約3.7倍とはるかに 上回った。 芳香

誘引剤を取り付けた白色トラップは， 1日1 トラップ当

たり最高で 8万6千頭， 試験期間の合計は約49 万頭と

一一一 2 一一一
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た成虫 も 性比 に 大 き な 差 異 は な く ， 同 様 の 推移 を 示 し

た 。 こ の こ と か ら ， 芳香誘引 剤 ト ラ ッ プな ら び に 白色 ト

ラ ッ プで捕獲 し た 個体 は ， 野外個体の性比推移 を反映 し

て い る も の と 考 え ら れ る 。

成虫の大 ま か な移動 ・ 分散 を 調べ る た め に ， 芳香誘引

剤 で捕獲 し た 約 36 ， 2 50 頭 の ア シ ナ ガ コ ガ ネ 成 虫 (雌

率 : 50%) を フ ル オ ル セ イ ン ナ ト リ ウ ム 水溶液 で染色

し， 捕獲 し た 翌早朝に シパ耕地で放逐 し た 。 放逐地点 を

中 心 に 7 方位 の 100 m ま た は 200 m 地 点 に芳香誘 引 剤

ト ラ ッ プ を設置 し て マ ー ク 虫 の 回 収 を 行 っ た 。 成虫が飛

び立 ち 始 め た 時間帯 は ほ と ん ど無風状態で あ っ た が， 成

虫飛来最盛時 に は東~北東 よ り の微風が時折 り 吹い て い

た 。 ト ラ ッ プ ご と の 捕獲結 果 は 表 2 に 示 し た と お り ，

ト ラ ッ プ設置地点、に よ っ て 総捕獲 数 は 3 万頭 か ら 13 万

頭 ま で最大 4 倍程度 の差が認め ら れた 。 誘引 虫数が少 な

い地点 (③， ④， ⑤) は ， 周 辺 を シ パ闘場 に固ま れて お

り ， 平坦で障壁 が な く 見通 し の 良 い 耕 地 内 に あ る 。 一

方， 誘引 虫数が多 い地点 (①， ②， ⑥) は ， 周 辺 に 人家

や 屋敷林な どが あ る た め に風が遮 ら れ る こ と に よ っ て 吹

き だ ま り に な る よ う な場所で あ っ た り ， ま た は成虫 の餌

に な る ケ ヤ キ ， カ シ な ど の植物が あ る た め に誘引 数が多

く な っ た も の と 考 え ら れ る 。 放逐 当 日 は， 7 地点 の総捕

獲虫数が 48 万頭 を超え る 多発生状態で あ っ た 。 放逐 し

た 36 ， 2 50 頭 の マ ー ク 虫 の う ち 1 . 5% に 当 た る 54 5頭 が

再捕獲 さ れた 。 放逐地点 か ら 風下 に 当 た る 西お よ び北西

の 2 地点( ②， ③) で全再捕獲 虫 の 56% が捕獲 さ れ た

が， 他の全方 向 の ト ラ ッ プ に も そ れ ぞ れ 7�12% が再捕

マーク虫放逐による調査V 
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図-4 ア シ ナ ガ コ ガ ネ成虫の性比の推移 ( つ く ば， 1997) 

6半旬5半旬
0 

4月6半旬5月1半旬2半旬

供試 し た 3 種類の ト ラ ッ プの う ち で最 も 大量の成虫 を捕

獲 し た 。 ま た ， 芳香誘引剤の有無 な ら び に ト ラ ッ プの種

類に よ っ て 捕獲虫数に は 差 が あ る も の の， 捕獲消長 は 3

種 ト ラ ッ プ と も 同様 の 傾 向 を 示 し た (図-3) 。 な お ， 芳

香誘引 剤 に は ， ア シ ナ ガ コ ガ ネ 成 虫 が特異 的 に 誘 引 さ

れ， そ の ほ か コ アオ ハ ナ ム グ リ 成虫がわ ずか に誘引 さ れ

た程度で， 他の昆虫 は ほ と ん ど誘引 さ れな か っ た 。

芳香誘引 剤 ト ラ ッ プ及び白色 ト ラ ッ プで捕獲 し た 成虫

ならびに野外植物か ら 採集 し た 個体( 100 頭) の性比 を

図 4 に 示 し た 。 成虫発生初期 の 5月 2 半句に は， い ず

れの採集個体 も 雌率が 10�20% で あ っ た が， 3 半句か ら

雌率 は急激 に 上昇 し て 発生最盛期の 4 半旬以降の雌率 は

70%以上 に 達 し た 。 5月 第 2 半句に 植物上 か ら 採集 し た

個体 は両 ト ラ ッ プの採集個体 よ り も 雌率がや や高 い傾向

が見られ る も の の， 全体的 に は ， いずれの方法で採集 し

一一一 3 一一一

発生成虫の性比IV 
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表-2 '7 ー ク 虫の再捕獲 お よ び地点別捕獲 数

ト ラ ッ プ No.
放 虫点か ら の ト ラ ッ プ設置 捕獲 虫数叫 マ ー ク 虫数b， マ ー ク 虫率 (b! a)

方向 距離 地点周辺状況 頭/ト ラ ッ プ 頭/ト ラ ッ プ % 

① SWS 100 m 人家 の近 く 73， 921 44 0 . 060 

② w 100 m 人家 の近 く 127， 611 119 0 . 093 

③ NW 100 m シパ圃場 58， 827 186 0 . 316 

④ NE 100 m シパ圃場 30， 875 37 0 . 120 

⑤ E 100 m シパ圃場 48， 714 49 0 . 101 

⑥ SW 100 m 人家 の近 く 94， 440 63 0 . 067 

⑦ S 200 m 人家 の近 く 47， 322 47 0 . 099 -------ー・-----------------------------------------------------------------------------------------------------
合計 一 一 一 481. 710 545 0. 113  

試験時期 : 1997年 5 月 16 日 . 試験場所 : 茨城県つ く ば市 . 放 虫時間 : 5 月 16 日午 前 5 時 30 分.
放 虫数 : 36， 250 頭. 性比♀! (早+♂ ) : 50 . 0 %. 捕獲 時間 : 5 月 16 日午 前 6 時~午 後 3 時.

(頭/トラップ)
1，600 

一・ー出現成 虫
-() ・白色トラップ捕礎成虫

(頭13m')
160 

140 

120 

100出

育で 13:1: 4 . 3 日 生存 し ， 約 9 5% の 個 体 が 産 卵 し ， そ

の 産 卵 数 は l 頭 当 た り 29:1: 12 . 4 個 で あ っ た (未 発

表) 。 一方， 以前 に 行 っ た 防除試験 な ど の 幼虫掘 り 取

り 調査 を は じ め ， 成虫出土調査 な ら び に 聞場 に 残 さ れ

た 成虫 出 土孔の 調 査 の 結 果 か ら ， 多 発 生 圃 場 で は 10

自
1，400

宅 問0

-; 1，000 

Z 800 

護側
成

80 震 a当 た り 10 万�20 万頭の成虫が発生す る と 考 え ら れ

虫 400
数

虫
60数

20 d |内
角 【 咽a日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 w

調査時期

る (上回 ら ， 1998) 。 し た が っ て ， 芳香誘 引 剤ト ラ ッ

プを 数個設置す る こ と に よ り ， 産卵前 の雌 を 高率 に 含

ん だ 数 10 a分 の 発生 量 に匹敵す る 大 量 の 成 虫 を 誘

引 ・ 捕獲す る こ と がで き る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 成虫

の発生が 5月 中下旬 の 約 2 週間 に 集 中す る こ と は ， 成

虫 を効率的 に誘引 ・ 捕獲す る の に好都合で あ る と 考 え

図-5 成 虫の出現 と 白色トラ ッ プへ の誘引 時期 (一家. 1 994) ら れ る 。 アシ ナ ガ コ ガ ネ の 多発生 を抑制す る た め に ，

芳香剤 に よ る 成虫大量捕獲 の 利 用 が期待 さ れ る 。 今

獲 さ れた。 マ ー ク 虫 は放逐後直 ち に 飛 び立 ち ， 放逐地点 後， 実用化 を 進 め る た め に は， 成虫の生息密度， 捕獲効

に は残存 し て い な い こ と か ら ， 一時的 に風な どの影響 に 率， 移動距離 な ど の調査 を す る と と も に ， トラ ッ プ形状

よ り 西北 に飛刻す る 個体が多 く な っ た も の の， 放逐地点 や設置法 な ど に つ い て検討 を 進 め る こ と が必要 と 考 え ら

か ら あ ら ゆ る 方 向 に 飛淘 し ， さ ら に ， 100 m な い し 200 れ る 。

m の 芳香誘 引 剤トラ ッ プの設置範 囲 を越 え て 移動 ・ 分

散 し た も の と 考 え ら れ る 。

VI 芳香誘引剤によるアシナガコガネ防除

の可能性

一家 (1994 )は， 新成虫が土中 から出現す る 時期 と 白

色トラ ッ プに成虫が捕獲 さ れ る 時期が同時期であ る こ と

を 明 ら か に し た (図 - 5) 。 こ の こ と か ら ， 芳香誘引 剤ト

ラ ッ プに捕獲 さ れた個体 も 白色トラ ッ プ と 同様 に ， 土中

か ら 出現 し た直後の採食や交尾の た め に移動 ・ 分散す る

個体で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 成虫発生盛期 に野外の

植物上か ら 採取 し た 雌成虫 (20 頭 を 供試) は， 室 内飼
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